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●毎日、朝食を食べない子ども ～石川県母子保健の主要指標、小中学生対象に行った朝食アンケート結果より～ 

1 歳半児（H28）10.2％ →（R4）  6.1％  3 歳児（H28）18.4％ →（R4） 4.8％ 

小学生 （H30）11.5％ →（R4）12.4％   中学生（H28） 9.3％ →（R4）11.2％  

●小学生の肥満児（肥満度+20%以上）割合が多い （町）14.0％ （県）8.6％（国） 9.9％ ～R4 学校保健要覧より～ 

●中学生の肥満児（肥満度+20%以上）割合が多い （町）10.8％ （県）8.9％（国）10.6％ ～R4 学校保健要覧より～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．子どもの朝食欠食率が高い 

       

 

 

 

２．子どもの肥満が多い 

   

 

 

  以上の現状を踏まえ、今後は次の重点課題を中心に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中能登町では、平成２５年 3 月に「第 1 次中能登町食育推進計画」を平成３０年３月に「第

２次中能登町食育推進計画」を策定し、食育の推進に取り組んできました。 

第２次計画の評価や中能登町の食をめぐる現状から、食に関わる多くの課題解決に向けて、

引き続き、町全体での取り組みを推進するため、令和６年３月に「第３次中能登町食育推進計

画」を策定しました。 

【計画の趣旨】 

町民一人ひとりが、健康で豊かな人間性を育んでいけるよう、食に関する正しい知識や基

本的な食習慣を身につけ、食を選択する力を習得するとともに、生活習慣病の予防及び改善

につながる食育を推進します。 

【食育とは】 

生きる上での基本であって、知育、徳育、体育の基礎となるべきものと位置づけるととも

に、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活

を実践することができる人間を育てること。【食育基本法全文より】 

１．早寝、早起き、朝ごはんの推進 

毎日の朝食を食べるため、早寝・早起き

等の基本的な生活習慣形成を含めた食育

を推進します。 

２．ライフステージに応じた食育の推進 

各年代に応じた食生活のあり方を町民一

人ひとりが理解し、実践するための食育を推

進します。 

中能登町の食をめぐる現状 

重点課題 



目標１ 未来を担う子どもの健全な身体を培い、豊かな心を育む

目標２ 地域の食を次世代に伝え、地域社会の活性化を図る

目標３ 町民一人ひとりが健全な食生活を実践する力を身につける

②食育の推進に関する情報発信

①ボランティア活動の活性化に向けた環境の

 整備や育成支援

②その他の食育の推進

①ライフステージに応じた食育の推進 重点

（6）食育を支える地域環境づくり

②給食を通じた郷土料理、行事食の積極的な導入

（4）地産地消の推進 ①若い世代を中心とした農業体験活動の促進

②地場産物の情報提供と利用促進

（5）個人における食育の推進

（3）伝統的な食文化の継承 ①和食の推進と次世代への継承のための取り組み

（1）家庭における食育の推進 ①早寝・早起き・朝ごはんの推進

（2）保育施設、学校、児童館

   における食育の推進

重点

②5つの力を育む食育の推進
（味がわかる、いのちを感じる、選ぶ、料理ができる、元気な体がわかる）

①体験型食育の推進

②地域交流型食育の推進

③給食を含めた食に関する理解促進

 
 
 

町民一人ひとりが生涯にわたって食を考える習慣を身につけ、食を大切にする心を持ち、

心身ともに健康で、豊かな人間性を育むことが出来るよう、中能登町では食育推進にあたり、

目指すべき方向（将来像）を次のとおり定めます。 

（将来像）食育を通じて、健康でいきいきと暮らせる町 なかのと 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育推進の将来像 

施策体系 



 

 

 

 
 

   各々の立場において担う役割を明確にし、互いに連携・協力しながら食育を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標目標 
現状値 

（Ｒ４） 

目標値 

（Ｒ１０） 

毎日、朝食を食べる子どもの割合 

１歳７ヶ月児 ９３．９％ １００％ 

３歳児 ９５．２％ １００％ 

小学生 ８７．６％ １００％ 

中学生 ８８．８％ １００％ 

食育活動年間計画を策定し、評価を行っている保育施設の割合 １００％ 現状維持 

地場産物や行事食に関する食育指導（給

食含む）をしている割合 

保育施設 — １００％ 

小学校 — １００％ 

中学校 — １００％ 

食育実践ボランティア等と連携した体

験型食育を行う割合 

保育施設 — １００％ 

小学校 — １００％ 

中学校 — １００％ 

和食やお出汁の良さを伝える講座の回数（年間） — ２講座以上 

学校給食における地場産物を使用する割合 ４８．３％ ５０％以上 

肥満者の割合 

保育施設（3 歳以上児） ６．６％ ５％以下 

小学生 １４．０％ １０％以下 

中学生 １０．８％ １０％以下 

地域における食育に関する講座（年間） １３３講座 １４０講座以上 

食育の推進に関わるボランティアの数 ５３名 現状維持 

行  政 
町民一人ひとりが主体的に食育の実践ができる 

よう、関係機関と連携し、食育推進に取り組みます 

計画の推進体制 

保育施設・学校 

子どもの食育について重要な役割を担います  

地域のボランティア 
地域の食育実践ボランティアが 

食育推進を行います 

－ 毎年６月は食育月間、毎月 19日は食育の日です － 

中 能 登 町   健 康 保 険 課 

〒929-1692 石川県鹿島郡中能登町能登部下 91 部 23 番地  TEL(0767)72-3140 FAX(0767)72-3141 

関係団体 
食に関わる団体が各々の特性を 

生かした食育推進を行います 

計画の数値目標 

家  庭 

食育実践の中心 


